
欝
甲
声
　
　
顯

介

豊
中
最
終
の
ス
ラ
ヴ
‡
…
義
の
崩
蝋
瞑
を
…
説
け
ろ
部
一
分
に
余
｛
輩
の
最
も
興
瞭
深
’
＼

譲
了
煙
し
厨
に
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
流
の
糧
遙
誓
學
の
影
二
九
、
受
け
て
勃
興
し

屠
り
し
譲
患
想
は
其
帳
木
に
於
て
相
容
れ
ざ
る
醐
騨
主
義
と
世
界
史
的
主
義

と
が
抱
合
し
居
う
な
以
て
其
分
裂
髄
潰
ぼ
免
れ
難
き
駈
寡
ろ
な
論
じ
得
る
淺

に
大
に
傾
聴
す
べ
き
も
の
な
る
べ
し
〔
以
上
植
村
冒

　
　
　
　
三
面
縢
伽
瓢
蓮
轍
　
　
　
　
　
　
　
榔
加
盟
瀞
熱
粋

　
四
六
版
三
百
頁
、
播
入
獺
叛
ご
十
三
頁
の
燈
子
に
し
て
、
兄
者
が
大
寺
六

年
夏
秋
に
亘
り
佛
教
豊
艶
の
澄
跡
姦
物
・
泌
探
り
て
支
郷
内
地
な
旋
行
せ
る
際
、

巨
資
ぜ
ろ
研
の
事
麗
な
叙
し
、
ま
距
是
に
班
究
跨
下
な
瀦
へ
て
脇
來
諸
雑
誌

に
鰻
表
ぜ
ろ
論
文
か
纒
め
疑
う
も
の
な
蜷
．
。
敗
む
ろ
所
先
に
本
誌
に
載
ゼ
ら

れ
し
支
那
腿
溝
記
略
な
勧
と
し
て
支
那
佛
教
の
戦
駿
、
西
安
懐
古
、
支
那
佛

澱ρ

ﾌ
遽
物
、
一
入
飼
の
三
二
像
即
、
贋
糎
繊
、
纏
瞳
博
、
物
甑
叩
絵
…
の
淵
源
、
議
ハ
酬
…
購
代
の
彫

像
題
銘
よ
り
見
ぬ
ろ
浄
土
思
想
に
至
ろ
九
編
、
何
れ
も
著
者
が
深
き
論
究
に

成
れ
る
も
の
、
挿
入
の
己
斐
と
併
厄
看
♂
、
興
趣
深
し
。
特
に
丈
中
「
大
岡
の
量

子
」
撫
論
じ
て
、
こ
れ
に
三
種
の
襟
式
よ
の
朋
あ
ろ
な
点
き
、
其
の
系
統
た
明

に
ぜ
る
が
如
き
、
我
が
物
語
紛
の
処
源
ん
滋
り
て
印
度
に
之
な
求
め
ぬ
う
が

知
醗
き
、
叉
石
経
に
D
關
す
ろ
一
斑
雲
路
繭
㈱
鰭
ぜ
る
が
’
空
費
二
塁
も
見
る
ぺ
姦
、
・
も
の
気

一
な
り
。
支
那
佛
教
藝
衝
の
探
求
者
に
．
稗
盆
な
興
ふ
る
熱
し
大
な
る
べ
し

（㎞

拷
?
一
。
二
二
○
○
、
大
燈
㎜
轟
轟
画
一
質
）

　
　
　
　
融
伽
臨
書
轡
物
肺
丁
年
第
一
継
　
　
　
　
翰
鮪
繰
輝
聯

　
棚
鮮
総
督
府
の
大
正
五
年
度
の
古
蹟
調
査
に
於
¢
て
簸
も
興
味
あ
る
結
果

沖

第
四
號

脚
高
〇
　
　
（
七
〇
〇
）

払
欝
ぜ
ろ
挙
壌
附
近
の
樂
涙
時
代
の
「
墳
墓
に
就
い
て
、
闘
野
、
谷
井
爾
婁
員
、

藤
壷
、
小
鮨
、
小
川
、
野
守
籍
氏
の
提
戯
煙
る
報
文
、
篤
暴
、
實
測
懸
な
敢

」
め
ナ
け
る
も
の
に
㌔
し
て
、
　
㎜
口
請
訓
倍
版
、
蔓
擬
四
顧
　
活
宇
ゐ
1
六
胃
ハ
、
　
挿
鰯
脚
山
ハ
十

量
罵
、
地
鯉
一
悪
よ
り
譲
る
。
報
交
に
先
に
刊
行
ぜ
ら
れ
索
る
「
大
正
瓢
年

度
古
…
蹟
調
査
報
縛
し
載
ず
る
膀
の
…
關
野
委
員
の
華
安
南
滋
大
尉
郡
顧
規
郡
、
及

龍
車
蔀
古
蹟
調
資
報
告
書
の
第
一
章
と
殆
ん
ど
嗣
一
の
鯵
輩
獄
る
も
の
な
れ

ど
、
此
の
趣
に
於
い
て
に
、
其
の
構
造
に
依
り
（
輔
）
木
螂
海
有
す
る
墳
墓
、

（
ご
）
木
蔦
の
鹿
部
及
び
四
轡
に
玉
石
な
詰
め
し
墳
墓
砺
（
三
）
木
榔
外
部
な
壌

に
て
包
み
し
受
講
（
四
遜
撚
に
し
て
木
製
の
天
弾
葎
麿
ぜ
し
墳
墓
、
（
五
）

臨
梛
に
し
で
、
窓
窟
天
聾
為
有
す
る
墳
墓
、
ハ
六
）
壕
の
淺
鋏
を
以
て
榔
駈
逡
れ

ろ
墳
墓
に
分
ち
て
鵠
載
ぜ
嚇
。
挿
㈱
の
内
面
も
露
明
塚
う
に
是
等
古
墳
の
實

測
圏
に
し
て
、
外
形
、
構
造
、
好
物
の
配
列
等
に
亘
り
精
密
な
る
製
翻
存
戯

事
、
版
に
霊
と
し
イ
、
破
璃
版
な
る
も
、
石
版
色
綱
な
も
併
ぜ
湧
ひ
て
其
の
欝

明
な
期
し
、
所
報
の
窺
萸
と
野
比
煙
ば
遽
蹟
の
状
熊
瞭
然
隔
り
。
蓋
し
近
く

此
の
報
告
の
第
二
崩
と
し
て
靱
行
の
画
定
降
る
出
土
断
物
の
解
就
と
相
待
ち

て
、
貴
露
な
る
選
蹟
の
完
全
な
る
報
告
書
か
成
す
も
の
と
見
ろ
べ
し
。

（
葬
蜜
品
）

　
　
　
　
麟
熱
節
獅
拠
齢
騨
惣
欝
費
脅
軸
伽
か
第
六
団
　
熱
撫
脇

　
山
八
正
，
七
年
度
の
報
出
口
欝
寳
、
り
。
禮
裁
に
す
べ
て
翫
刊
の
分
に
岡
じ
ノ
、
、
本

女
山
ハ
十
一
皇
、
㎜
圃
一
版
四
H
十
山
職
歴
申
、
附
歯
入
百
？
よ
り
成
重
り
、
　
匿
い
む
る
研
W
佐
帥
膝
委
負



露

提
出
の
出
愚
管
二
階
…
堂
村
大
幸
學
等
坊
石
器
影
響
滑
川
蹟
、
磯
城
長
田
木
村
大

宇
柳
本
出
線
出
土
の
古
鏡
、
高
憐
委
蟄
報
告
の
南
葛
城
灘
名
柄
搬
耀
の
銅
鐸

及
翼
鏡
、
吉
野
郡
北
六
田
古
鶏
群
及
び
山
窟
蛮
員
の
式
内
飛
鳥
坐
瀞
就
及
び
是

と
蘭
越
ぜ
る
二
憩
融
の
一
身
の
五
編
め
嚇
。
而
し
て
、
大
宮
現
の
報
告
に
緩
添

ふ
る
に
天
沼
委
負
の
享
保
十
年
火
災
後
の
飛
烏
銭
葵
沿
革
概
蔓
存
以
て
ゼ
リ

然
う
に
水
報
告
に
從
來
の
分
と
異
な
り
、
上
代
考
古
軸
上
の
慧
斜
な
王
と
し
、

蘇
に
咋
年
下
に
於
け
る
同
縣
下
の
主
要
な
る
畿
見
車
身
な
蒐
め
鰐
れ
も
鵬
窟

な
る
圖
販
か
用
ひ
て
、
其
の
遣
蹟
の
状
態
、
選
句
の
性
質
寒
明
に
《
る
も
の

な
る
な
以
て
、
今
後
の
研
究
の
墓
木
と
な
る
べ
き
も
の
多
し
。
．
罰
し
て
其
の

佐
藤
氏
の
報
告
に
於
い
て
郷
本
搬
見
の
大
鏡
葎
我
が
鏡
作
部
の
製
作
な
り
と

臨
ぜ
る
所
、
ま
た
へ
尚
橋
委
員
が
環
界
の
鰐
題
と
な
れ
る
横
柄
離
見
の
爾
鏡
葎

鎧
の
二
傭
あ
る
と
、
鋸
…
凶
紋
の
尖
端
の
内
行
な
う
と
よ
り
推
し
て
尉
じ
く
胤

製
な
り
と
し
、
北
六
田
の
古
墳
の
構
造
よ
り
一
団
阿
波
式
縮
を
石
糖
な
り
と
・

潮
け
る
が
如
き
ほ
、
同
説
と
し
て
油
意
に
癒
す
べ
き
塚
り
。
四
に
水
書
ぽ
輔

酸
希
望
者
に
醤
し
て
奈
　
艮
一
一
制
就
蕊
嚇
一
一
に
e
て
藤
男
布
す
と
曇
ふ
。

　
　
　
　
　
り
　
ゆ
　
　
り
　
　
り
　
　
り

　
　
　
　
麟
家
藏
蓼
藍
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
沼
俊
一
編

　
七
歳
に
て
逝
け
る
長
女
の
託
念
と
し
て
贈
頁
直
面
限
り
て
印
行
し
鳴
知
友
ド

頒
て
う
も
の
な
り
。
町
版
窟
装
の
二
撒
本
ド
て
、
上
魅
に
に
靭
に
出
版
の
由

來
、
古
習
研
究
の
主
意
、
木
書
の
鷺
二
等
に
就
い
て
思
し
、
次
に
面
譜
に
澱

マ
ろ
逡
品
為
患
舷
る
古
証
襟
に
し
て
、
其
の
瀧
証
の
多
く
世
に
聞
え
ざ
る
も

第
四
病
　
　
紹

介

の
三
十
一
ゲ
勝
加
撰
び
、
一
々
沿
革
を
叙
し
、
下
巻
ぼ
奪
ら
筑
の
霧
暴
秘
蝿

げ
黙
り
。
故
む
る
駈
、
轟
が
奈
．
艮
在
任
中
の
蒐
集
に
係
ろ
｝
導
入
十
絵
覆
に

し
て
、
上
に
飛
烏
時
代
ま
り
、
下
露
潴
時
代
に
亘
る
谷
代
の
澱
品
准
含
み
、

こ
れ
な
壌
、
鬼
翼
、
花
駕
、
疏
筑
に
測
ち
、
鰐
れ
も
二
分
前
一
大
に
衷
し
、

覆
紙
に
ぼ
翼
壁
践
の
説
明
及
び
演
者
の
古
瓦
に
關
す
ろ
見
解
な
縫
ゼ
リ
。
古

践
の
研
究
に
就
い
て
に
古
く
衛
重
工
學
博
士
の
論
文
め
り
、
透
頃
ま
流
雑
誌

上
に
散
見
す
う
も
、
共
の
多
く
に
断
片
的
に
し
て
且
つ
上
代
に
偏
す
る
の
憾

あ
り
。
本
書
に
こ
の
鮎
に
於
い
て
能
く
近
代
の
も
の
を
も
集
め
て
、
以
て
吉

蹴
の
漕
藁
嚇
瑳
葎
知
ら
し
む
に
足
ろ
べ
く
、
蘇
に
「
々
に
就
い
て
著
者
の
興

味
♂
4
3
る
獅
究
を
載
ゼ
ぬ
れ
ば
此
の
方
磁
の
班
究
者
に
稗
盆
為
興
ふ
る
多
か
ち

む
（
露
費
贔
）

　
　
　
　
㈱
野
内
応
静
諦
　
　
　
　
　
　
　
　
麹
漁
園
圃
翰

天
沼
竣
長
の
近
業
に
し
て
、
回
れ
亦
帝
弟
天
沼
丈
畢
圭
鍋
墨
の
記
念

二
目
に
係
”
心
。
卜
者
が
兜
に
印
行
ぜ
ろ
長
目
金
石
年
表
中
の
騰
東
塔
と
燈
擁

塔
の
こ
者
に
就
い
て
、
莫
の
班
究
な
講
謡
燈
に
記
ぜ
ろ
も
の
に
し
て
、
菊
版

窟
装
、
本
丈
圏
版
の
二
甜
欝
よ
り
成
る
。
抑
國
束
塔
と
に
確
者
の
薪
に
命
名
ゼ

・
φ
大
分
縣
國
東
地
方
に
存
す
る
掃
の
石
塔
に
し
て
、
肇
巌
ぼ
反
花
及
び
蓬

花
座
よ
り
成
り
、
塔
勇
礁
形
に
て
首
都
あ
り
、
相
輪
の
上
部
隠
球
の
四
方
に

火
焔
な
附
す
る
な
特
徴
と
す
。
水
篇
章
づ
此
の
堰
調
萱
の
由
來
よ
り
筆
葎
逸

し
、
以
上
形
式
の
特
徴
な
訊
き
、
襟
式
に
依
っ
て
班
來
る
董
し
蜜
塔
に
あ
る

第
四
號

M
七
旧

（
七
〇
叫
）



第
題
巻
　
　
紹

介

べ
し
と
曇
ひ
、
立
業
の
員
的
に
及
び
、
以
下
岩
戸
襟
の
弘
安
六
年
の
難
下
め
る

簸
古
の
癒
品
よ
り
慶
長
八
年
の
審
澱
寺
の
塔
に
至
る
遺
物
な
年
代
順
に
配
齢

し
て
、
一
々
其
の
一
式
な
機
察
し
、
其
の
攣
澄
な
明
に
ぜ
り
。
燈
億
塔
亦
竣

の
命
名
に
係
う
も
の
に
し
て
、
講
じ
く
園
東
寛
寛
に
多
き
、
火
袋
に
貼
火
の

設
備
な
く
、
彿
懲
な
彫
刻
煙
る
燈
徳
形
の
篇
造
物
な
の
。
文
明
十
年
の
銘
あ

ろ
岩
戸
寺
の
作
晶
に
依
っ
て
型
式
か
概
灘
し
、
類
徴
の
慰
物
に
及
べ
“
。
薦

者
と
も
に
鮮
明
な
る
爲
輿
、
實
測
圏
な
置
引
に
添
へ
む
£
以
て
、
俳
ゼ
見

て
興
墜
叢
ハ
ふ
。
碧
老
の
特
志
に
依
り
此
の
濾
れ
敦
ろ
三
針
・
舶
の
聡
に
猛
れ

る
ば
斯
弊
の
欣
幸
と
マ
ろ
所
な
り
。
承
書
倦
寒
に
添
ふ
る
に
園
東
金
駈
年
表

の
補
灘
な
以
て
ぜ
り
。
（
罪
壷
晶
V

　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
サ
　
ロ
　
リ
　
の
　
　
　
　
　
ゆ
　
み
　
ゆ
　
り
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
の
　
ゆ
　
む
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
村
乾
臨
編

　
　
　
　
㊥
鍍
、
代
鑑
識
特
瑞
保
護
狸
造
物
綜
覧

　
編
者
佳
多
年
菜
京
帝
國
大
鎌
工
墨
郁
建
築
攣
敷
室
に
あ
1
3
、
古
建
築
の
研

究
に
造
詣
深
き
人
、
本
書
に
其
の
調
査
に
當
嚇
皇
は
の
手
控
恥
探
本
博
士
の

懲
…
憩
に
細
り
整
理
し
て
刊
行
ぜ
る
も
の
蛮
り
と
曇
ふ
。
暗
む
る
研
…
大
正
六
年

八
飛
ま
で
に
指
定
な
受
け
れ
ろ
一
燐
の
保
護
建
造
胸
為
綱
署
し
て
、
一
々
こ

れ
に
建
墾
の
年
代
奄
加
へ
、
恋
鼠
毛
と
煎
し
、
置
十
調
理
に
醜
列
ゼ
る
も
の

黒
雲
と
し
て
、
溺
に
検
雌
の
陰
野
に
か
り
て
、
窃
に
府
懸
名
索
引
と
融
襟
憩

い
う
に
溺
崇
引
と
触
置
き
、
附
銀
に
麟
祉
と
訴
院
に
朋
て
る
建
夏
物
の
暗
晦

潮
二
聯
卸
、
日
水
・
撒
箒
榮
皮
時
代
湿
齢
分
㌦
表
、
臼
本
建
染
・
輿
略
解
、
年
・
表
な
添
へ
卜
い

“
。
保
護
建
瀧
物
の
R
簸
に
國
蜜
と
併
ぜ
ぬ
る
も
の
、
先
に
黒
板
縷
士
の
編

第
酸
號

一
七
二
　
　
（
七
〇
こ
〉

著
あ
り
て
讃
く
行
に
る
、
と
こ
ろ
璽
る
が
、
隙
代
に
就
い
て
．
の
記
入
な
鮫
く
。

此
の
肪
に
」
於
い
て
本
自
門
に
一
の
薄
色
な
具
へ
整
う
も
の
と
見
る
べ
く
、
嫁
に
’

入
念
の
編
纂
と
て
談
者
に
種
々
の
知
識
な
興
ふ
。
加
ふ
ろ
に
大
さ
ポ
ケ
ッ
ト

型
に
て
携
帯
に
蟹
な
れ
ば
、
一
般
研
究
者
に
取
っ
て
転
語
侶
璽
る
べ
し
O
（
蟹

二
・
○
○
、
須
原
謎
嵌
蜜
）

　
　
　
　
　
る
　
ゆ
　
ぽ
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
ゆ
　
ゆ
　
む
　
り
　
こ

　
　
　
　
働
湘
一
書
英
　
　
　
　
　
　
　
　
蔑
漸
治
兵
簡
編

　
此
の
書
佳
編
者
が
歎
年
繭
よ
り
各
地
為
旋
蔑
し
て
、
癒
寺
、
官
麗
、
個
人

等
の
襲
藏
の
倭
鏡
F
就
い
て
得
六
る
拓
本
よ
り
、
各
時
代
の
優
遊
五
再
十
五

面
二
選
回
し
て
磯
行
ゼ
う
も
の
な
り
。
継
一
尺
一
サ
、
横
七
寸
五
分
の
瀦
装

仕
立
の
大
水
に
て
三
船
よ
り
成
り
、
侮
れ
も
提
影
な
原
暫
に
て
遇
し
、
一
々

薫
ず
る
に
手
法
、
寸
法
、
企
笠
、
世
傳
潮
見
堪
、
確
説
等
な
以
て
し
、
別
導

鶏
頭
に
詳
細
為
る
冠
次
と
巻
家
に
文
襟
尉
の
索
引
あ
り
魅
の
極
の
研
究
者
の

妊
選
考
な
り
。
此
の
書
の
臨
版
に
串
ば
編
者
が
得
意
の
手
拓
本
楓
糖
さ
ん
と

す
る
槻
賞
的
に
出
で
唐
る
が
如
き
な
以
て
、
兜
に
運
行
の
和
鏡
園
譜
の
篤
輿

な
う
に
反
し
、
疵
の
寛
滴
な
取
れ
る
な
ら
む
も
、
學
繰
上
の
滲
考
と
し
て
に

欝
翼
の
電
鍵
、
正
確
な
る
に
及
ば
ざ
ろ
こ
と
即
く
、
乎
拓
に
際
し
て
艮
大
さ

に
差
誤
な
盤
ず
”
告
な
き
な
保
冷
ず
、
蟹
、
格
ま
黙
秘
高
き
に
失
す
る
の
感
あ
り
。

（
定
償
汎
五
・
○
○
、
慮
本
丈
奉
堂
鰻
蜜
）
〔
以
上
梅
際
〕


